
つくば開成高等学校 通信教育実施計画書 

 

教科・科目 単位数 年次 教科書 副教材 

家庭基礎 ２ ２･3 年 東京書籍「家庭基礎 自立・共生・創造」 DVD―ROM「家庭基礎」 

評価方法 添削指導（計 6 回），試験（年 2 回），面接指導（年８回）での評価 
 
指導目標  
(1)人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活を主体的に営むために必要な基礎的な

理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。 

（2）家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，                 

考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課題を解決する力を養う。 
 

 
〔評価の観点〕 
【主体性】 ・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善し

たりして，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図るために実践しようと
している。  

【知識・技能】 ・生活を主体的に営むために必要な人の一生と家族・家庭生活などの基礎的なことについて理解を深める
とともに、それらに係る技能を身に付けることができている。 

【思考・判断力・表現力】 ・生涯を見通して，家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定
し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現できている。 

 

 

添削課題 単元名 指導項目・概要 スク―リング実施計画 （実施内容） 

第 1回 

 

 

 

 

提出期限 

５月 20日 

 

第 1章  

生涯を見通す 

第 2章  

人生をつくる 

①人生を展望する                           

② 目標を持って生きる                                   

 

①人生をつくる 

②家族・家庭を見つめる 

③これからの家庭生活と社

会 

面接指導 【～２月 28日まで】 

※ （３年） 【11月 29日まで】 

・ライフステージについて 

・ライフスタイルについて 

・仕事と家庭の両立や家庭生活と地域の結びつきについて 

第 2回 

 

 

 

 

 

 

 

提出期限 

6月 10日 

第 3章  

子どもと共に育つ 

 

第 4章  

超高齢社会を共に

生きる 

 

第 5章  

共に生き、共に支

える 

①命を育む 

②子供の育つ力を知る 

③これからの保育環境 
 
①超高齢・大衆長寿社会の

到来 

②高齢期の心身の特徴 

③これからの超高齢社会 
 
①私たちの生活と福祉 

②社会保障の考え方 

③共に生きる 

・生命に対する責任について 

・現代の子育て環境の変化や課題について 

・超高齢社会の背景と課題について 

・社会福祉、社会保障制度について 

・共生社会の実現について 

第 3回 

 

 

 

 

提出期限 

8月 22日 

(3年 7/25) 

 

 

 

第 6章  

食生活をつくる 

 

①食生活の課題                             

②食事と栄養・食品 

                                              

④生涯の健康を見通した食

事計画                                   

⑤食生活の文化と知恵                         

⑥これからの食生活 

 

・食生活の課題と食事の意義について 

・各ライフステージの食生活の特徴について 

・配膳・マナーについて 

・日本と世界の食文化の特徴について 

 

■前期単位認定試験【9月 8日～11日】 

※３年 【8月 5日～8日】 

５月【調理実習】和食の基礎 
        ごはん、けんちん汁、厚焼き卵 

6 月【調理実習】ピザを作ろう 
 
7 月【被服実習】布を使った小物を作ろう① 
 
８月【被服実習】布を使った小物を作ろう② 
 
 

9 月【災害時の備えについて考えよう】 
 
 

静岡学園なごみ高等学校　通信教育実施計画書

1年



添削課題 単元名 指導項目・概要 スク―リング実施計画 （実施内容） 

第４回 

 

 

 

 

提出期限 

10月 3日 

 

第７章  

衣生活をつくる 

①被服の役割を考える                           

②被服を管理する 

③衣生活の文化と知恵                               

④これからの衣生活 

・被服の機能と特徴について 

・被服の管理方法について 

・日本の衣生活の変遷や日本の衣文化について 

・ユニバーサルデザインの被服について 

 

 

 

第５回 

 

 

 

 

提出期限 

11月 12日 

 

 

第８章  

住生活をつくる 

①住生活の変遷と住居の

機能                          

②安全で快適な住生活の

計画                              

③住生活の文化と知恵 

④これからの住生活 

・ライフステージごとの住環境について 

・住宅の環境性能について 

・世界や日本のさまざまな住文化について 

・自助・共助・公助に基づく地域コミュニティについて 

・持続可能な住居、環境に配慮した住生活について 

 

第６回 

 

 

 

 

 

 

 

提出期限 

1月 23日 

(3年 12/1) 

 

第 9章  

経済生活を営む                  

第 10章                         

持続可能な生活を

営む 

 

①情報の収集・比較と意思

決定                                                                  

②消費者の権利と責任 

③生涯の経済生活を見通

す 

④これからの経済生活 

 

 

・様々な契約について 

・消費者の権利と責任について 

・経済的自立の重要性について 

・各ライフステージの課題や生活資源，リスク管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

■後期単位認定試験【２月 16日～19日】 

※３年 【12月 9日～12日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月【シニア体験】 
 
 

11 月【洋菓子作りと紅茶の入れ方】 
12 月【調理実習】お雑煮とお節作り 
 
 

1 月【一人暮らしの部屋を探そう】 
  【平面図の見方】 
２月【調理実習】冬の洋食献立 
 
３月【和菓子作りと緑茶の入れ方】 
 


